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遺産（レガシー）時代 （ＴＢＳラジオ 「日本全国８時です」 ２０１７．３．１６） 

 

 ２１世紀になる前後から「＊＊遺産」という制度が次々と制定されています。 

 ２０００年には日本土木学会が「土木遺産」を開始し、１９０８年に完成した北海

道の「小樽港北防波堤」、１９２６年に建設された東京の隅田川に架かる「永代橋」、

など１０件を選定し、以下、毎年追加して、現在では３５０件近くになっています。 

 ２００７年には日本機械学会が創立１１０周年を記念して「機械遺産」制度を開始

し、東海道新幹線の初代の車両「新幹線０系電車」、戦後、日本で最初に開発された旅

客機「ＹＳ１１」などを認定し、現在までに８３件を認定しています。 

 翌年の２００８年には国立科学博物館が「重要科学技術史資料」、愛称「未来技術遺

産」として、次世代に継承していくべき重要な科学技術や産業技術を認定しはじめま

した。 

 １８８９年から岩手県二戸市に設置されていた最古の「酒の自動販売機」、１９１

３年に日本で発明された世界最初の無線電話「ＴＹＫ無線電話機」など２２５件が認

定されています。 

 さらに２０１０年には日本化学会が「化学遺産」の制度を創設し、１９０８年に池

田菊苗（きくなえ）が発見した日本の十大発明の一つといわれる「グルタミン酸」、１

９１０年に鈴木梅太郎が発見した「オリザニン（ビタミンＢ１）に関係する資料」な

ど４３件が選ばれています。 

 この３月７日に発表された最新の選定では、１８９０年に「上山（うえやま）英一

郎」が発明した「除虫菊を原料とする蚊取線香」が選ばれ、話題になりました。 

 

 遺産は英語では「レガシー」と言いますが、最近、話題になる言葉です。 

 例えば、小池東京都知事は２０２０年の東京五輪大会について「必要なレガシーを

ワイズスペンディングで作っていく東京２０２０」というようにレガシーを使ってい

ます。 

 なぜオリンピックでレガシーという言葉が登場するか疑問に思われるかも知れま

せんが、実は２００２年に改訂された「オリンピック憲章」の「第１章第２項 ＩＯ

Ｃの使命と役割」に「オリンピック競技大会の遺産を開催都市と開催国に残すことを

推進する」と書かれているのです。  

 

 この内容には、２つの興味のある点があります。 

 第一は、遺産は英文では「ポジティブ・レガシー」となっていることです。 

 レガシーの本来は「誰かの意思によって残されるカネやモノ」という意味で、そこ

から過去から伝承されたものというように使われてきましたが、否定的に使われるこ

とが多かったのです。 

 例えば、コンピュータの分野ではレガシー・デバイスというとフロッピーディスク

など時代遅れになった装置という意味ですし、コンピュータを制御するＯＳという基
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本ソフトウェアも旧式になったものはレガシーＯＳと言われます。 

 そこで、上記のオリンピック憲章の英語の原文では、遺産は「ポジティブ・レガシ

ー」、意訳すれば「未来志向の遺産」となっています。 

 

 第二は１８９６年にアテネで第１回近代オリンピックが開かれてからほぼ１００

年が経過した１９９８年のオリンピック大会を招致するときに、ＩＯＣ委員の買収事

件があり、また開催費用が高額になりすぎて、立候補する都市が現れないのではない

かと心配されはじめました。 

 実際、２００８年の夏季オリンピック大会には１０都市が立候補しましたが、２０

１２年には９都市、２０１６年には７都市、２０２０年には６都市と毎回のように減

ってきています。 

 冬季オリンピックも２０１０年と２０１４年は７都市、２０１８年は３都市、２０

２２年は２都市しか立候補していません。 

 分かり易く言えば、オリンピックは１００年が経過して賞味期限切れになったので

す。 

 

 そこでＩＯＣは開催都市に開催費用を押さえることを強く要請すると同時に、オリ

ンピック大会が開催都市や開催国に未来に繋がるポジティブ・レガシーを残すことを

表明するように要求し、最初に取組んだのが２０１２年のロンドン大会でした。 

 終了後、イギリス政府とロンドンはレガシーの報告書を作成し、毎週１回以上運動

する人が１４０万人増加した／施設を後利用して１万１０００戸の住宅を整備した

／観光消費が４％増加した／文化プログラムに４３００万人が参加したなどの効果

を発表しています。 

 それを受けて、ＩＯＣは２０１３年に「２０１３オリンピック・レガシー」を策定

し、開催する都市は立候補するときに何をレガシーとするかを明示することを要求す

るようになったのです。 

 

 そこで東京五輪大会の組織員会は 

 １）競技会場をスポーツやエンターテイメントの施設として利用する 

 ２）スポーツを市民の健康なライフスタイルを促進する活動にする 

 ３）施設周辺に１００万本の植樹をし、環境に配慮した町づくりをする 

というような目標を掲げ、具体策も推進しています。 

 例えば、現在、厚生労働省が受動喫煙の被害防止を目指して禁煙・分煙を推進する

制度を作っているのも、小池知事が電線地中化を推進しているのも、ワイファイを急

速に普及させているのも、大会を契機に前向きのレガシーを作ろうという仕事の一環

なのです。 

 逆に巨額の費用をかけて新国立競技場を建設することや伝統あるホテルを解体し

て立替えることなどはネガティブ・レガシーと言われることもあります。 
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 最初に科学技術分野の遺産制度を御紹介したのは、オリンピック大会にレガシーが

登場したことと、関係があるからです。 

 それらの制度で選ばれた対象の多くは明治以来、外国から導入されたり、国内で開

発されたりしたものです。 

 すなわち１００年近く日本を発展させてきた手段が賞味期限切れになりつつある

ことを反映した一種の危機感から制定された制度と考えると、科学技術や産業技術も

近代オリンピックが直面している状況と同じということです。 

 来年は明治維新１５０年ですが、それを祝うというよりは、その過程で蓄積されて

きたネガティブ・レガシーを検討する機会だと思います。 

 坂本龍馬が姉の坂本乙女（おとめ）に宛てた手紙の中の有名な文章「日本を今一度

洗濯いたし申し候」という言葉が必要な時期だと思います。 


